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様
に
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だ
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す
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ま
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市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
政
務務

活
動
費
の
領
収
書
等
を
公
開
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
透
明

活
動
費
の
領
収
書
等
を
公
開
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
透
明
性性

の
確
保
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
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市
民
の
皆

の
確
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に
も
努
め
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い
り
ま
し
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。
今
後
も
市
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っ
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か
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す
く
、
開
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れ
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議
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指
し

に
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か
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市
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な
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ま
し
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今
後
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引
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続
き
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市
民
の
皆
様
の
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応
え
ら
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ま
す
よ
う
、
議
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尽
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な
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ま

ふ
れ
る
一
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と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
しし

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。。

新
し
新
し
いい

　
年
を
迎
え

年
を
迎
え
てて

副議長
常松大介

議　長
浅倉成樹

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

や
、
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
く
）
を
出
す
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12月定例会

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
やや

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。。

　平成26年12月定例会は、11
月25日から12月19日まで25
日間の会期で開催されました。
　この定例会では、平成25年
度の各会計歳入歳出決算（詳細
は２面に掲載）を認定するなど、
43件の市長提出議案を可決・認
定・承認しました。議員提出議
案は、労働者保護ルールの慎重
な見直しを求める意見書など３
件を可決し、請願は２件を採択
しました。
　また、11月26日から３日間
にわたり、24人の議員から64
件の一般質問がありました。

平成26年度一般会計補正予平成26年度一般会計補正予算算
（（第4第4号号））など46議案を可など46議案を可決決
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平
成　

年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
９
月
定
例

２５

会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
議

案
を
審
査
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決

算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
特

１０

１４

１６

別
会
計
は　

月　

日
に
審
査
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
い

１０

１７

ず
れ
の
会
計
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
山
岸
真
知
子
一
般

１２
会
計
決
算
特
別
委
員
長
と
佐
藤
充
特
別
会
計
決
算
特
別
委

員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会

計
は
賛
成
多
数
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
各
会
派

の
総
括
質
疑
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
総
括
質
疑

は
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
の
３
日
目
に
行
わ
れ
、
答

弁
に
つ
い
て
は
、
市
長
ま
た
は
教
育
長
が
行
っ
て
い
ま
す
。

平成２５年度決算総括表
単位：円
差引額歳出決算額歳入決算額

２，８７８，７４７，７２１５７，７５７，６３８，５８２６０，６３６，３８６，３０３一 般 会 計

２５４，３３４，１０８１７，８７９，７９９，０３６１８，１３４，１３３，１４４国民健康保険事業

特
別
会
計

４５，０５７，８４５３，４６８，８７４，５８２３，５１３，９３２，４２７後期高齢者医療

１８１，７３１，７２７１０，８００，５５３，３１３１０，９８２，２８５，０４０介 護 保 険 事 業

１９０，１８４，９６４３，９４５，２２３，５６９４，１３５，４０８，５３３下 水 道 事 業

３，５５０，０５６，３６５９３，８５２，０８９，０８２９７，４０２，１４５，４４７合　 　 計

日程、開会時刻は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

2月　2日（月）総務委員会
2月　3日（火）生活文教委員会（※1）
2月　4日（水）厚生委員会（※1）
2月　5日（木）建設委員会（※1）
2月　6日（金）全員協議会
2月　9日（月）請願・陳情締め切り（午前中）
2月19日（木）議会運営委員会（※2）
2月24日（火）3月定例会本会議（初日）
2月25日（水）3月定例会本会議（一般質問）
2月26日（木）3月定例会本会議（一般質問）

2月27日（金）3月定例会本会議（一般質問）
3月　2日（月）3月定例会本会議（代表質問）
3月　3日（火）予算特別委員会（一般会計）
3月　4日（水）予算特別委員会（一般会計）
3月　5日（木）予算特別委員会（一般会計）
3月　6日（金）予算特別委員会（特別会計）
3月　9日（月）総務委員会
3月10日（火）生活文教委員会

請願・陳情締め切り（午前中）
3月11日（水）厚生委員会

3月12日（木）建設委員会
3月19日（木）議会運営委員会（※2）
3月24日（火）3月定例会本会議（最終日）

（※１）当日は現地視察を予定しており、委員
会室での議案や請願などの審査または
調査はありません。

（※２）開始時間については、議会事務局にお
問い合わせください。

議会を傍
聴
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今後の

市役所7階
場　　所
原則として午前9時
開会時刻

傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

日本共産党小平市議団生活者ネットワーク虹 と ひ か りみんなの党小平の会

市 議 会 公 明 党
質
問　

臼
３
市
共
同
資
源
化
事

業
な
ど
、
今
後
の
ご
み
行
政
へ

の
市
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
平
成　

年
度
か
ら
教
育
委

２７

員
会
制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
る

が
、
今
後
の
教
育
委
員
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

臼
３
市
共
同
資
源
物
処

理
施
設
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

３
市
の
廃
棄
物
処
理
を
安
定
的

に
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
事
業
の

実
現
に
努
め
て
い
く
。
減
量
に
向

け
た
課
題
は
あ
る
が
、
平
成　

年
２６

３
月
に
策
定
し
た
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
循
環
型

社
会
へ
の
変
革
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　

渦
新
教
育
長
が
事
務
を
指
揮
・

監
督
す
る
こ
と
で
、
責
任
の
明
確

化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
政
治
的
中
立
性
を
保
ち
、

市
長
部
局
と
連
携
、
協
力
を
図
り

な
が
ら
教
育
行
政
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

臼
社
会
教
育
施
設
や
証

明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
の
共
有
化

な
ど
、
広
域
行
政
の
推
進
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

　

渦
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況

が
複
雑
化
す
る
中
、
発
達
障
害

へ
の
対
応
等
、
総
合
的
な
子
育

て
支
援
を
い
か
に
充
実
さ
せ
て

い
く
の
か
。

答
弁　

臼
広
域
連
携
に
よ
り
、

市
域
を
超
え
た
行
政
課
題
へ
の

効
果
的
、
効
率
的
な
対
応
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
多
摩
北
部
都
市
広
域

行
政
圏
協
議
会
や
近
隣
市
な
ど
と

の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。

　

渦
適
切
な
環
境
が
等
し
く
確
保

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
地
域
に
根
差
し
た
子
育

て
支
援
事
業
を
総
合
的
、
か
つ
計

画
的
に
行
う
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
着
実
に

実
行
し
て
い
く
。

質
問　

臼
慎
重
な
財
政
対
応
だ
け
で
は

な
く
、
適
正
な
コ
ス
ト
で
最
大
の
成
果

を
上
げ
る
取
り
組
み
こ
そ
が
自
治
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
視
点
で
の

今
後
の
財
政
運
営
は
。

　

渦
男
女
平
等
施
策
を
進
め
る
た
め
に
、

市
長
を
初
め
管
理
職
全
体
で
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
基
本
を
正
確

に
学
び
、
男
女
平
等
を
実
態
と
し
て
実

現
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
弁　

臼
今
後
も
予
算
編
成
方
針
に
基

づ
き
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
歳
出
の

抑
制
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
等
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
管
理
職
を
対
象
に
研
修
会
を
行
っ

た
が
、
よ
り
具
体
的
な
対
応
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
目
標
達
成
に
向
け
計
画

を
立
て
、
時
間
を
か
け
て
職
員
全
員
の

意
識
改
革
を
進
め
、
男
性
も
女
性
も
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

臼
開
発
、
相
続
に
よ
る
緑
の
損

失
と
、
ゆ
っ
た
り
と
休
め
る
緑
の
環
境

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
保
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
児
童
・
生
徒

へ
の
対
策
は
。

答
弁　

臼
事
業
面
積
が　

平
方
㍍
以
上

３０００

の
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
、
事
業
面
積
の
６
％
の
公
園
、
緑

地
ま
た
は
広
場
の
設
置
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
良
好
な
住
環
境
が
保
た
れ

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
相
続
に
つ
い

て
は
、
農
地
が
引
き
続
き
残
る
よ
う
な

相
続
税
制
度
の
改
正
等
を
国
に
対
し
要

望
し
て
い
る
。

　

渦
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
命
に
直
接
か
か
わ
る
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
に
対
し
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
方
針
を
策
定
し
、

全
校
統
一
的
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

質
問　

臼
公
共
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
て
の
新
設
、

統
廃
合
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
既
存
の
自
治
会
等
の
加
入
率
の
向

上
を
核
と
し
た
地
域
自
治
の
再
活
性
化

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　

臼
機
能
的
、
縦
割
り
的
な
施
設

か
ら
総
合
的
な
複
合
施
設
へ
の
転
換
や
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
運
営
の
検
討
等
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
施
設
の
再
配
置

に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
議
論
や
理
解

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
自
治
会
へ
の
加
入
と
い
う
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
地
域
の
多
様
な
主
体
を
つ

な
い
で
、
さ
ら
な
る
協
働
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

通
し
て
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
構

築
し
て
い
く
。

質
問　

臼
自
然
災
害
に
備
え
、

市
民
の
命
を
守
る
防
災
・
減
災

は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
。

　

渦
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
医
療
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
受
け
ら
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
重
要
だ
が
、現
状
と
今
後
は
。

答
弁　

臼
災
害
対
策
の
根
幹
を

な
す
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し

た
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
の
改

修
な
ど
防
災
・
減
災
対
策
を
推

進
し
た
。
今
後
と
も
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に
強
い
市
民

を
育
て
て
い
く
た
め
の
防
災
施
策

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　

渦
現
在
、
介
護
・
医
療
連
携
推

進
事
業
に
よ
り
、
高
齢
者
が
居
宅

で
療
養
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
市
内
で
在
宅
医
療
を

中
心
に
医
療
を
行
う
医
師
が
少
な

い
た
め
、
今
後
は
先
進
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。 （要旨）

各各
会会
派派
のの
総総
括括
質質
疑疑

各
会
派

各
会
派
のの
総
括
質

総
括
質
疑疑

一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計
決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算
にににににににににに
対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすす

一
般
会
計
決
算
に
対
す
るるるるるるるるるるる

質
問　

臼
小
平
の
町
で
安
心
し
て
年
を

重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者

の
住
ま
い
の
確
保
に
つ
い
て
市
民
や
事

業
者
の
力
を
か
り
て
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　

渦
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
を
め
ぐ
る

現
状
と
結
果
の
公
表
の
考
え
方
は
。

答
弁　

臼
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
の
整
備
等
に
お
い
て
低
所
得
者
へ

の
配
慮
を
民
間
事
業
者
へ
お
願
い
す
る

な
ど
し
て
お
り
、
今
後
と
も
高
齢
者
の

多
様
な
住
ま
い
方
に
つ
い
て
機
会
を
捉

え
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
テ
ス
ト
の
調
査
結
果
を
分
析
し
授

業
改
善
に
つ
な
げ
る
と
い
う
学
力
テ
ス

ト
の
目
的
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
全
国
と
都
、

市
の
平
均
正
答
率
等
を
公
表
し
て
い
る

が
、
学
校
別
に
行
う
こ
と
は
ま
だ
マ
イ

ナ
ス
面
も
多
い
と
考
え
控
え
て
い
る
。
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本
補
正
予
算
は
、
新
規
事
業
に
要

す
る
経
費
や
平
成　

年
度
に
開
始
す

２７

る
事
業
の
準
備
に
要
す
る
経
費
を
計

上
す
る
ほ
か
、
平
成　

年
度
の
終
盤

２６

を
迎
え
、
決
算
を
見
込
ん
で
事
業
費

の
過
不
足
へ
対
応
す
る
た
め
の
予
算

措
置
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
総

務
費
で
は
、
対
象
階
層
の
拡
大
に
よ

る
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
等
に
つ

い
て
補
正
し
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て

平
成　

年
度
に
開
始
す
る
生
活
困
窮

２７

者
自
立
支
援
事
業
の
準
備
に
か
か
る

経
費
を
計
上
す
る
ほ
か
、
定
期
巡
回・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
実
施
促

進
補
助
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
防
災
設
備
改
修
補
助
、
及

び
保
育
士
人
材
確
保
事
業
補
助
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
小
川
西
保
育
園
改

築
事
業
で
は
、
仮
設
園
舎
の
借
り
上

げ
期
間
の
変
更
に
よ
り
借
り
上
げ
料

を
増
額
し
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
平
成　

年
度
の
普

２７

通
教
室
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の

施
設
修
繕
や
備
品
購
入
の
ほ
か
、
小

学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
の
実
施
に

向
け
た
給
食
室
設
備
の
修
繕
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
５
千
３
百　

万
４
千
円
増

３８

額
し
、
総
額
を
６
百
９
億
１
千　

万
２３

９
千
円
と
し
ま
す
。

　

財
源
構
成
と
し
て
は
、
国
及
び
都

支
出
金
を
事
業
費
の
増
減
に
伴
い
補

正
す
る
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
計
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
川
西
保
育
園
改
築
事
業

平平
成成　

年
度
一
般
会

年
度
一
般
会
計計

２６２６

補
正
予
算
（
第
４
号

補
正
予
算
（
第
４
号
））

に
か
か
る
仮
設
園
舎
借
り
上
げ
料
及

び
新
た
に
指
定
を
行
う
指
定
管
理
者

等
に
か
か
る
指
定
管
理
料
に
つ
い
て

債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。

 　

都
市
計
画
税
の
税
率
の
特
例
措
置

に
つ
い
て
、
今
後
の
都
市
計
画
事
業

等
を
考
慮
し
、
さ
ら
な
る
軽
減
を
行

う
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
と
し
て
は
、
都
市
計

画
税
の
税
率
を
現
行
の　

分
の　

か

１００

０.２７

ら　

分
の　

に
引
き
下
げ
、
適
用
期

１００

０.２４

間
を
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

２７

２９

と
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
平
成　

年
４
月
１
日

２７

で
す
。

 　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
小
平
市
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
等
を
設
置
す
る
た
め

制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
図
る
た
め
の
小
平
市

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
、
い

じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
実

効
的
に
行
う
よ
う
に
す
る
た
め
の
小

平
市
教
育
委
員
会
い
じ
め
問
題
対
策

委
員
会
及
び
い
じ
め
に
関
す
る
重
大

事
態
等
の
発
生
に
教
育
委
員
会
ま
た

は
学
校
が
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
市
長
が
調
査
を
行
う
た
め
の
小

平
市
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
及
び
運
営

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　

施
行
期
日
は
平
成　

年
４
月
１
日

２７

で
す
。

小
平
市
税
条
例
の

小
平
市
税
条
例
の 

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

小
平
市
い
じ
め
問
題
対

小
平
市
い
じ
め
問
題
対
策策

連
絡
協
議
会
等
条

連
絡
協
議
会
等
条
例例

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
可
決
、
承
認
し
た
議
案
か
ら

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議 案 に 対 す る 各 会 派 の 賛議 案 に 対 す る 各 会 派 の 賛 否否

会派名略称　政和：政和会　公明：市議会公明党　フォ：フォーラム小平　共産：日本共産党小平市議団　生ネ：生活者ネットワーク　虹ひ：虹とひかり　みな：みんなの党小平の会　志政：志政クラブ（無会派）

12月定例会
※みんなの党小平の会は平成２６年１２月１０日に解散し、所属議員２人は政和会に加入しました。そのため、会派異動後に議決された議案は、表を分けて表示しています。

〈議員提出議案〉 ○：賛成　×：反対　－：欠席　（　）内は各会派の議員数…市議会公明党の議員数は議長を除く数

議決結果志政
（１人）

みな※
（２人）

虹ひ
（２人）

生ネ
（３人）

共産
（４人）

フォ
（４人）

政和
（５人）

公明
（５人）件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決－○○○○○○○労働者保護ルールの慎重な見直しを求める意見書第５７号

議決結果志政
（１人）

虹ひ
（２人）

生ネ
（３人）

共産
（４人）

フォ
（４人）

公明
（５人）

政和
（７人）件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決－○○○○○○都市再生機構の現行の家賃改定ルールの見直しに対し、安心して住み続けら
れる家賃制度を求める意見書第５８号

原案可決－○○○○○○都市再生機構の現行の家賃改定ルールの見直しに対し、安心して住み続けら
れる家賃制度を求める要望決議第５９号

〈市長提出議案〉

議決結果志政
（１人）

みな※
（２人）

虹ひ
（２人）

生ネ
（３人）

共産
（４人）

フォ
（４人）

政和
（５人）

公明
（５人）件　　　　　　　　　名議案番号

認　　定－××○○○×○平成２５年度小平市一般会計歳入歳出決算の認定第５６号
認　　定－○○○○○○○平成２５年度小平市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定第５７号
認　　定－○○○○○○○平成２５年度小平市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定第５８号
認　　定－○○○○○○○平成２５年度小平市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定第５９号
認　　定－○○○○○○○平成２５年度小平市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定第６０号
原案可決－○○○○○○○児童福祉法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例第６２号
原案可決－○○○○○○○小平市立公民館条例の一部を改正する条例第７８号

原案可決－○○○○○○○東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増減及び東京都市公
平委員会共同設置規約の変更第９６号

承　　認－○○○○○○○専決処分（平成２６年度小平市一般会計補正予算（第３号））第９７号

議決結果志政
（１人）

虹ひ
（２人）

生ネ
（３人）

共産
（４人）

フォ
（４人）

公明
（５人）

政和
（７人）件　　　　　　　　　名議案番号

原案可決－○○○○○○小平市組織条例第６３号
原案可決－○○○○○○小平市職員の分限に関する条例の一部を改正する条例第６４号
原案可決－○○○○○○小平市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例第６５号
原案可決－○○○○○○小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第６６号
原案可決－○○○○○○小平市税条例の一部を改正する条例第６７号
原案可決－○○○○○○小平市介護保険条例の一部を改正する条例第６８号

原案可決－○○○○○○小平市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例第６９号

原案可決－○○○○○○小平市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例第７０号
原案可決－○○○○○○小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例第７１号
原案可決－○○○○○○小平市特定保育所の保育料に関する条例第７２号
原案可決－○○○○○○小平市保育措置費徴収条例第７３号

原案可決－○○○○○○小平市心身障害児福祉手当支給条例及び小平市心身障害者福祉手当支給条例
の一部を改正する条例第７４号

原案可決－○○○○○○小平市自転車等の放置防止に関する条例の一部を改正する条例第７５号
原案可決－○○○○○○小平市教育委員会の職務権限に属する事務の管理及び執行の特例に関する条例第７６号
原案可決－○○○○○○小平市いじめ問題対策連絡協議会等条例第７７号
原案可決－○○○○○○市道路線の認定及び廃止（８路線の認定、６路線の廃止）第７９〜９２号
原案可決－○○○○○○小平市有料自転車駐車場の指定管理者の指定の変更第９３号
原案可決－○○○○○○小平市有料自転車駐車場の指定管理者の指定第９４号
原案可決－○○○○○○小平市民総合体育館の指定管理者の指定第９５号
原案可決－○○○○○○平成２６年度小平市一般会計補正予算（第４号）第９８号
原案可決－○○○○○○小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第９９号



一般質問

平成２７年（２０１５年）１月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２４人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは 　（公明）＝市議会公明党
　（政和）＝政和会
　（フォ）＝フォーラム小平
　（共産）＝日本共産党小平市議団
　（生ネ）＝生活者ネットワーク
　（虹ひ）＝虹とひかり
※（みな）＝みんなの党小平の会
　（志政）＝志政クラブ

行
政
一
般

医 療
健 康

公
共
施
設

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
財
務 

省
が
交
付
金
を
抑
制
す
べ
き
と
の
考

え
を
表
明
し
た
が
、
減
額
の
影
響
は
。

　

渦
従
来
の
個
別
補
助
金
と
比
べ
た

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長　

臼
現
在
の
と
こ
ろ
、
具
体
的

な
結
論
は
確
定
し
て
い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
が
、
仮
に
交
付
金
額
の
圧

縮
や
制
度
が
見
直
さ
れ
る
場
合
は
各

事
業
の
実
施
や
財
源
確
保
に
一
定
の

影
響
が
出
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
メ
リ
ッ
ト
は
自
治
体
の
自
由
度

が
高
ま
り
、
交
付
金
の
使
い
勝
手
が

向
上
し
た
こ
と
な
ど
で
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
特
に
な
い
が
今
後
の
見
直
し
内

容
等
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
外 

部
委
託
し
た
公
共
施
設
の
労
働
環
境

を
市
が
調
査
し
、
改
善
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

渦
時
間
外
、
暖
房
が
切
ら
れ
た
後

に
残
業
す
る
市
職
員
の
寒
さ
対
策
は
。

市
長　

臼
労
働
環
境
は
適
切
な
水
準

に
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

従
業
員
等
か
ら
申
し
出
等
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
適
切
に

対
応
し
て
い
る
。

　

渦
空
調
設
備
の
運
転
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
状
況
に
応
じ
、
必
要
な
職

場
に
暖
房
器
具
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
障 

害
者
や
困
窮
者
を
福
祉
の
対
象
だ
け

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

運
用
見
直
し
に
つ
い
て

清
掃
業
務
等
委
託
事
業
者
職
員
等
の

労
働
環
境
は
守
ら
れ
て
い
る
か

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

市
の
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

で
は
な
く
、
と
も
に
働
く
力
と
し
て
、

市
か
ら
も
積
極
的
な
就
労
の
検
討
が

必
要
だ
が
、
障
害
者
採
用
で
任
用
さ

れ
て
い
る
職
員
の
障
害
種
別
内
訳
は
。

　

渦
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
中
間

的
就
労
支
援
事
業
で
、
臨
時
職
員
の

直
接
雇
用
等
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
教
育
委
員
会
も
含
め
聴
覚

障
害
者
が
２
人
、
肢
体
不
自
由
者
が

　

人
、
内
部
障
害
者
が
４
人
で
あ
る
。

１４
　

渦
都
の
取
り
組
み
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
課
題
と
認
識
し
て

お
り
、
臨
時
職
員
と
し
て
の
直
接
雇

用
等
は
検
討
し
て
い
な
い
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
消
費 

税
の
転
嫁
拒
否
等
の
行
為
に
関
す
る

市
の
見
解
は
。

　

渦
市
の
契
約
に
お
い
て
、
事
業
者

が
増
税
分
を
価
格
に
転
嫁
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
か
。

市
長　

臼
法
律
で
禁
止
さ
れ
た
行
為

で
あ
り
、
中
小
事
業
者
等
が
消
費
税

を
価
格
へ
転
嫁
し
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
庁
内
各
課
へ
３
回
に
わ
た
っ
て

消
費
税
分
を
価
格
へ
転
嫁
し
適
正
に

契
約
締
結
す
る
よ
う
通
知
し
、
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
平
成 

　

年
の
同
様
の
質
問
以
降
、
現
在
ま

２４で
の
広
告
収
入
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
の
広
告
掲
載
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
庁
舎
１
階
の
小
平
市
全
域

図
の
ほ
か
、
防
災
マ
ッ
プ
や
ご
み
の

消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等
に
対
す
る

市

の

見

解

を

問

う

広
告
収
入
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る

自
主
財
源
の
確
保
を
進
め
よ
う

出
し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
へ
の
広
告

掲
載
を
行
っ
て
お
り
、
確
保
さ
れ
た

財
源
の
総
額
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２４

昨
年
度
ま
で
の
２
年
間
で
約
１
千
５

百　

万
円
で
あ
る
。

２２

　

渦
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
場
所

は
車
道
、
歩
道
で
あ
り
、
道
路
占
用

に
係
る
課
題
の
ほ
か
、
広
告
効
果
や

円
滑
な
通
行
と
い
う
点
に
課
題
が
あ

る
た
め
、
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（ 
み 
な
）　

臼
市

※

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
急
成
長
期

の
ス
タ
ー
ト
と
認
識
し
て
い
る
か
。

　

渦
市
民
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る

都
市
の
要
素
は
。

市
長　

臼
市
の
人
口
は
来
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
人
口
構

成
も
高
齢
化
と
労
働
人
口
の
減
少
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
急
成
長
に

向
か
う
と
い
う
認
識
は
な
い
。

　

渦
市
の
世
論
調
査
等
か
ら
交
通
や

買
い
物
の
利
便
性
、
自
然
環
境
の
良

さ
、
道
路
等
の
都
市
機
能
や
公
共
施

設
の
充
実
度
、
医
療
・
福
祉
の
充
実

度
、
治
安
の
よ
さ
な
ど
を
重
視
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

小
平
市
の
ま
ち
が
急
激
な
成
長
期
を

迎
え
る
中
で
今
後
の
施
策
展
開
は

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
対
象 

と
な
る
児
童
・
生
徒
数
と
所
得
制
限

に
よ
り
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
人
数
は
。

　

渦
所
得
制
限
撤
廃
の
検
討
は
。

市
長　

臼
本
年
度
４
月
１
日
現
在
で

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
は

所
得
制
限
を
な
く
す
努
力
を

約
１
万
４
千
７
百
人
で
、
こ
の
う
ち
、

所
得
制
限
等
に
よ
り
対
象
か
ら
外
れ

る
人
数
は
約
３
千
７
百
人
で
あ
る
。

　

渦
福
祉
施
策
の
一
環
と
し
て
の
実

施
で
あ
り
、
一
定
の
所
得
制
限
は
必

要
と
の
考
え
か
ら
所
得
制
限
額
を
設

け
て
い
る
と
都
か
ら
聞
い
て
お
り
、

現
行
の
都
の
制
度
に
よ
る
所
得
制
限

の
撤
廃
等
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
日
の 

出
町
で
は　

歳
以
上
の
医
療
費
と　

７５

７５

歳
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
が
無
料
だ

が
、
市
で
実
施
し
た
場
合
の
対
象
人

数
と
負
担
額
は
。

　

渦
実
施
に
向
け
た
検
討
は
。

市
長　

臼
日
の
出
町
を
参
考
に
推
計

す
る
と
、
医
療
費
を
無
料
と
し
た
場

合
、
対
象
者
は
約
１
万
６
千
５
百
人
、

負
担
額
は
約　
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。

１０

人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
を
無
料
に
し
た

場
合
に
は
対
象
者
は　

人
、
負
担
額

２８０

は
約
１
千　

万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

１００

　

渦
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
の
あ
り

方
は
、
引
き
続
き
、
現
行
制
度
の
枠

組
み
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼　

歳
１８

未
満
の
加
入
者
が
２
人
以
上
の
世
帯

で
２
人
目
の
均
等
割
を
半
額
に
、
３

人
目
以
降
を
９
割
減
額
と
す
る
こ
と

高
齢
者
医
療
費
の
無
料
化
を

図

る

た

め

の

検

討

は

再
び
、
国
民
健
康
保
険
税
の
新
た
な

軽
減
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

を
軽
減
策
と
し
て
以
前
に
提
案
し
た

が
、実
施
し
た
場
合
の
市
の
負
担
は
。

　

渦
支
払
い
の
限
界
を
超
え
て
い
る

市
民
の
状
況
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長　

臼
約
１
千
７
百
万
円
で
あ
る
。

　

渦
低
所
得
者
層
の
保
険
料
の
負
担

水
準
は
重
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
社
会
保
障
審
議
会
等
で
の

議
論
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
社
会
保
障
制
度
改
革
に
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
今
年 

度
か
ら
実
施
し
た
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
の
申
し
込
み
が
直
ち
に
定
員
に
達

し
た
状
況
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

　

渦
定
員
枠
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

　

嘘
予
防
効
果
を
期
待
し
、
対
象
年

齢
を　

歳
か
ら
に
し
て
は
ど
う
か
。

２０

市
長　

臼
受
診
者
数
は
先
進
市
で
の

受
診
率
を
参
考
に
見
込
ん
で
い
た
が
、

想
定
し
て
い
た
定
員
を
上
回
る
応
募

が
あ
り
、
市
民
の
骨
粗
し
ょ
う
症
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
を
認
識
し
た
。

　

渦
本
年
度
の
実
績
か
ら
、
来
年
度

の
定
員
枠
の
増
を
検
討
し
て
い
る
。

　

嘘
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
の
基
準
の

　

歳
か
ら
の
実
施
と
考
え
て
い
る
。

４０
  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
成
人 

用
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
国
の

定
期
予
防
接
種
と
な
っ
た
が
、
市
独

自
の
助
成
を
い
つ
ま
で
行
う
の
か
。

　

渦
市
内
の
指
定
医
療
機
関
の
数
は
。

　

嘘
国
の
定
期
予
防
接
種
と
市
が
助

成
す
る
任
意
予
防
接
種
の
違
い
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
３
月　

日
を
も

２７

３１

っ
て
終
了
す
る
。

　

渦　
月
末
時
点
で　
か
所
で
あ
る
。

１０

６８

　

嘘
対
象
年
齢
や
健
康
被
害
に
な
っ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
定
員
枠
を
拡
大
し

対
象
年
齢
を　

歳
か
ら
に
せ
よ

２０

市
独
自
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

助
成
は
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か

た
場
合
の
救
済
制
度
が
異
な
る
が
、

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
や
接
種
で
き
る

医
療
機
関
、
助
成
額
は
全
て
同
じ
取

り
扱
い
で
あ
る
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
か 

か
り
つ
け
医
の
普
及
の
実
態
把
握
は
。

　

渦
小
平
市
歯
科
医
師
会
で
行
う
成

人
歯
科
健
診
の
利
用
状
況
と
成
果
は
。

市
長　

臼
実
態
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
日
本
医
師
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

　

・
３
％
の
人
が
か
か
り
つ
け
医
が

５４い
る
と
答
え
て
い
る
。

　

渦
過
去
３
年
間
の
受
診
実
績
は
平

成　

年
度
が
１
千
２
百　

人
、　

年

２３

７８

２４

度
が
１
千
２
百
３
人
、　

年
度
が
１

２５

千
４
百　

人
で
あ
っ
た
。
健
診
に
よ

６９

り
自
身
の
歯
の
健
康
状
態
に
関
心
を

身
近
な
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
た
め
に

持
ち
、
口
腔
の
健
康
を
維
持
で
き
る

な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（ 
み 
な
）　

臼
健

※

康
長
寿
社
会
を
目
指
す
た
め
の
今
後

の
市
の
対
策
は
。

　

渦
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
し
て
、

市
の
考
え
方
は
。

市
長　

臼
来
年
度
か
ら
予
定
し
て
い

る
健
康
増
進
計
画
の
策
定
に
よ
り
総

合
的
な
健
康
政
策
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
地
域
ご
と
に
治
安
状
況
や
防
犯

活
動
の
有
無
等
は
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
は
一
様

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域

の
団
体
等
が
個
別
に
要
望
し
、
諸
条

件
が
整
っ
た
場
合
に
、
国
や
都
の
補

助
金
を
活
用
し
て
支
援
し
て
い
く
。

超
高
齢
・
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、

安
全
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

従
来
か 

ら
売
却
の
意
向
を
示
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
想
定
し
て
い
る
見
通
し
は
。

市
長　

現
在
の
仲
町
公
民
館
の
跡
地

は
、
仲
町
公
民
館
・
仲
町
図
書
館
建

仲
町
公
民
館
跡
地
の
今
後
に
つ
い
て

て
か
え
に
係
る
方
針
に
お
い
て
売
却

す
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

将
来
的
に
売
却
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か

ら
今
後
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
仲 

町
公
民
館
の
跡
地
は
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

　

渦
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
の
運
営
の

民
間
委
託
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
将
来
的
に
売
却
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　

渦
過
去
に
指
定
管
理
者
制
度
の
可

能
性
を
検
討
し
た
が
、
受
託
で
き
る

事
業
者
が
な
く
、
現
時
点
で
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

行
政
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

※みんなの党小平の会は平成26年12月10日に解散し、所属議員2人は政和会に加入しました。

滑

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制

度
の
医
療
証（
マ
ル
子
の
医
療
証
）

滑
現
在
の
仲
町
公
民
館
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道
路
・
交
通

公 園
用 水

教
育
・
文
化

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
市
は 

こ
の
踏
切
を
あ
か
ず
の
踏
切
と
認
識

し
て
い
る
の
か
。

　

渦
こ
れ
ま
で
抜
本
的
対
策
と
速
効

対
策
を
求
め
て
き
た
が
、
具
体
的
に

進
ん
だ
こ
と
は
何
か
。

市
長　

臼
都
の
踏
切
対
策
基
本
方
針

に
お
い
て
平
成　

年
度
ま
で
に
踏
切

３７

道
の
拡
幅
等
の
対
策
が
必
要
な
重
点

踏
切
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
か
ず
の
踏
切
と
し
て
の
位
置
づ
け

で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

　

渦
歩
行
者
や
自
転
車
等
の
安
全
対

策
と
し
て
都
が
平
成　

年　

月
に
踏

２６

１０

切
北
側
の
都
道
内
に
路
側
帯
及
び
カ

ラ
ー
舗
装
を
設
置
し
て
い
る
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
こ
の 

交
差
点
の
現
状
に
対
す
る
認
識
は
。

　

渦
信
号
無
視
を
防
ぐ
た
め
の
方
策

は
あ
る
か
。

市
長　

臼
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
入

口
な
ど
複
数
の
交
差
点
が
近
接
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
信
号
機

あ
か
ず
の
踏
切
小
平
駅
西
側
の

小
平
第
１
号
踏
切
の
抜
本
的
解
決
を

小
平
一
信
号
無
視
の
多
い
小
平
駅

南
口
交
差
点
の
信
号
機
の
改
善
を

が
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ

か
と
比
べ
、
待
機
時
間
が
長
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　

渦
注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し
て

い
る
が
、
ほ
か
に
何
ら
か
の
対
策
が

で
き
な
い
か
、
引
き
続
き
、
小
平
警

察
署
と
検
討
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
小 

平
市
南
西
の
Ｂ
地
域
の
に
じ
バ
ス
延

伸
等
の
要
望
に
応
え
て
は
ど
う
か
。

　

渦
国
分
寺
市
と
の
乗
り
入
れ
協
議

の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
府
中
街
道
の
渋
滞
に
よ
り

定
時
性
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と

や
、
車
両
の
滞
留
場
所
等
に
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
延
伸
等
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
都
市
計
画
道
路

の
整
備
に
よ
り
環
境
の
大
き
な
変
化

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
進
捗
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

　

渦
具
体
的
な
相
互
乗
り
入
れ
な
ど

の
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
も
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
都
市 

計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

渦
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視

点
か
ら
全
市
的
な
検
討
の
場
を
つ
く

れ
な
い
か
。

市
長　

臼
都
市
の
骨
格
で
あ
り
、
社

会
的
に
重
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
や

機
能
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
都
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い

る
整
備
方
針
の
中
で
、
策
定
の
検
討

段
階
に
応
じ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

Ｂ
地
域
に
は
に
じ
バ
ス
と
コ
ミ
タ
ク

双
方
の
運
行
が
必
要
で
す

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は

全
市
的
な
議
論
が
必
要
で
は
な
い
か

を
実
施
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
が
行

わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検
討
の
中

で
、
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
小
川 

橋
の
整
備
工
事
に
よ
る
渋
滞
の
改
善

の
効
果
と
周
辺
住
民
へ
の
影
響
は
。

　

渦
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
３
号

線
周
辺
の
安
全
対
策
は

３
号
線
の
全
体
的
な
考
え
方
は
。

市
長　

臼
小
川
橋
交
差
点
を
中
心
と

し
た
渋
滞
が
解
消
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
周
辺
住
民
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
な
交
差
点
の
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
の
と
こ
ろ
、
優
先
整
備
路

線
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
次
期
整
備
方
針
の
検
討
の
中

で
都
を
中
心
に
適
切
に
対
応
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

滑
小
平
駅
南
口
交
差
点

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
学
校 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
よ
る
ふ

ぐ
あ
い
は
あ
る
か
。

　

渦
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
を
受

け
て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
か

え
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

臼
調
理
機
器
の
経
年
劣
化

等
に
よ
り
、
ま
れ
に
故
障
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
、
本
年
度
５
月
に
炊
飯

が
で
き
な
く
な
る
事
態
が
発
生
し
た
。

　

渦
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
適
し
て
い
る
と

判
断
し
た
場
合
は
、
民
間
の
資
金
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
具
体
的
な

内
容
や
事
業
範
囲
を
関
係
課
が
連
携

し
協
議
を
行
い
な
が
ら
定
め
て
い
く
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
が
ん 

の
教
育
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
が
ん
に
特
化
し
た
命
を
守
る
教

育
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

臼
小
・
中
学
校
の
保
健
分

野
の
授
業
に
お
い
て
、
が
ん
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
小
平
第
十
二

小
学
校
で
は
、
担
任
と
養
護
教
諭
が

連
携
し
て
、
が
ん
に
関
す
る
指
導
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

が
ん
の
教
育
の
積
極
的
な
推
進
を

行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　

渦
小
平
第
十
二
小
学
校
の
授
業
の

成
果
等
を
他
の
学
校
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
が
ん
の
教
育
総
合
支
援
事
業

の
モ
デ
ル
事
業
等
を
注
視
し
な
が
ら

指
導
方
法
等
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
思 

春
期
を
迎
え
た
児
童
・
生
徒
へ
の
当

事
者
団
体
に
よ
る
出
前
授
業
の
検
討

は
し
た
の
か
。

　

渦
市
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
相

談
で
き
る
相
談
窓
口
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
現
時
点
で
実
施
や
計
画

を
し
て
い
る
学
校
は
な
い
が
、
人
権

教
育
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
場
合

に
は
各
学
校
に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

市
長　

渦
発
達
過
程
の
子
ど
も
の
気

持
ち
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
よ
り
専

門
的
で
高
度
な
技
術
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
市
の
相
談
窓
口

で
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（ 
み 
な
）　

新
耐

※

震
基
準
以
降
に
建
て
ら
れ
た
小
・
中

再
び
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
も

生
き
生
き
で
き
る
ま
ち
へ

新
耐
震
基
準
以
降
に
建
て
ら
れ
た

小
・
中
学
校
の
耐
震
診
断
等
に
つ
い
て

学
校
施
設
で
も
耐
震
診
断
を
行
い
、

不
適
合
の
施
設
は
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
す
べ
き
だ
が
市
の
考
え
は
。

教
育
長　

新
耐
震
基
準
で
建
て
た
学

校
施
設
は
、
既
に
震
度
６
強
か
ら
７

程
度
の
大
地
震
に
対
し
一
定
の
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
は
旧
耐
震
基

準
の
建
物
が
新
耐
震
基
準
を
満
た
す

た
め
の
工
事
で
あ
る
の
で
、
新
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
物
に
、
新
た

に
耐
震
診
断
を
行
う
考
え
は
な
い
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
夜
間 

照
明
施
設
の
設
置
を
検
討
し
た
か
。

　

渦
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
整
備
の

検
討
は
。

教
育
長　

臼
平
成　

年
度
に
簡
易
な

２２

も
の
を
６
基
設
置
し
た
。
本
格
的
な

設
備
は
近
隣
住
民
へ
の
影
響
等
を
考

慮
し
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
設
置
予
定
は
な
い
。

　

渦
防
球
ネ
ッ
ト
の
修
繕
は
適
宜
行

っ
て
い
る
が
、
大
規
模
な
改
修
は
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
見
き
わ
め
て
検
討
し
て
い
く
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

都
内
公 

立
学
校
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
体
力

テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
市
内
の
児
童
・

生
徒
の
体
力
、
運
動
能
力
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
向
上
に
向
け
て
の
対
策
は
。

教
育
長　

こ
こ
３
年
間
の
都
と
市
の

結
果
を
比
べ
る
と　

年
度
か
ら
徐
々

２４

に
都
の
平
均
値
を
上
回
る
種
目
が
増

加
し
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
体
力
、

運
動
能
力
が
向
上
し
た
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
は
、
こ
だ
い
ら
一
斉
体
力

テ
ス
ト
週
間
の
実
施
等
の
取
り
組
み

二
中
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
設
備
等
を

も
っ
と
充
実
で
き
な
い
か

子
ど
も
の
体
力
、運
動
能
力
の
現
状
と

向
上
に
向
け
て
の
対
策
は
い
か
に

で
課
題
を
見
つ
け
、
体
力
向
上
へ
の

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
小
・
中
学

校
９
年
間
を
通
じ
て
個
に
応
じ
た
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
現 

在
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
人
数
は
。

　

渦
規
則
的
な
睡
眠
リ
ズ
ム
を
維
持

で
き
な
い
子
ど
も
が
ふ
え
、
不
登
校

な
ど
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
が
、
市

で
は
眠
育
（
睡
眠
教
育
）
を
取
り
入

れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
本
年
度
１
学
期
末
の
段

階
で
、
国
の
不
登
校
の
定
義
に
該
当

す
る
児
童
・
生
徒
は
小
学
校
で　

人
、

１４

中
学
校
で　
人
の
合
計　
人
で
あ
る
。

６７

８１

　

渦
現
在
、
睡
眠
に
特
化
し
た
取
り

組
み
は
な
い
が
、
小
学
校
保
健
の
単

元
や
中
学
校
保
健
体
育
の
単
元
で
睡

眠
を
含
め
た
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
確
立
の
重
要
性
を
指
導
し
て
い
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
日
本 

語
指
導
を
受
け
る
た
め
の
基
準
は
。

　

渦
日
本
語
指
導
講
師
派
遣
に
つ
い

て
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
長　

臼
校
長
と
教
育
委
員
会
が

日
本
語
指
導
を
必
要
と
認
め
た
児
童

等
に
対
し
て
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と

を
要
綱
で
定
め
て
い
る
。

　

渦
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
言
語
を
母
語

と
す
る
児
童
・
生
徒
が
ふ
え
て
い
る

現
状
が
あ
り
、
そ
の
母
語
を
理
解
で

き
る
指
導
者
の
派
遣
が
難
し
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
休
校 

と
す
る
判
断
基
準
は
あ
る
か
。

睡
眠
教
育
で
不
登
校
児
童
・

生
徒
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う

外
国
人
児
童
・
生
徒
と
そ
の
家
庭
へ

の
支
援
体
制
に
つ
い
て

台
風
な
ど
緊
急
時
の
教
育
委
員
会
と

児
童
課
の
対
応
に
つ
い
て

　

渦
学
童
ク
ラ
ブ
を
休
み
に
す
る
判

断
基
準
は
。

　

嘘
休
校
と
な
っ
て
も
学
童
ク
ラ
ブ

が
休
み
と
な
ら
な
い
工
夫
は
。

教
育
長　

臼
休
校
等
の
臨
時
的
な
措

置
は
学
校
長
が
判
断
す
る
が
、
登
下

校
時
に
台
風
の
接
近
す
る
可
能
性
が

高
い
場
合
等
は
、
教
育
委
員
会
が
全

校
統
一
的
な
措
置
方
針
を
示
す
。　　

市
長　

渦
小
学
校
が
休
校
ま
た
は
午

前
中
の
早
帰
り
の
措
置
が
と
ら
れ
た

場
合
は
閉
所
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

嘘
緊
急
時
に
は
人
材
確
保
が
で
き

な
い
な
ど
、
現
行
の
職
員
体
制
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（ 
み 
な
）　

臼
学

※

校
の
教
育
活
動
全
般
に
支
援
活
動
を

展
開
す
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

の
現
状
は
。

　

渦
市
内
全
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
。

教
育
長　

臼
市
立
小
・
中
学
校
全
校

で
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

学
習
支
援
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

渦
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
学
校
と
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
連
絡
調
整
や
学
校
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
人
材
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
朝
鮮 

大
学
校
南
側
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
宅

地
開
発
に
よ
る
入
居
世
帯
の
小
学
校

通
学
区
域
と
そ
の
選
定
基
準
は
。

　

渦
玉
川
上
水
緑
道
を
通
学
す
る
児

童
へ
の
学
校
の
指
導
と
防
犯
対
策
は
。

教
育
長　

臼
現
時
点
で
は
小
平
第
一

小
学
校
で
あ
る
。
通
学
区
域
は
各
市

地
域
総
ぐ
る
み
で
学
校
支
援
を

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

住
宅
開
発
に
伴
う
通
学
区
域
の
選
定

基
準
と
通
学
路
の
安
全
対
策
は

町
村
の
教
育
委
員
会
が
道
路
等
の
地

理
的
状
況
等
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
。

　

渦
登
下
校
の
際
は
、
で
き
る
だ
け

１
人
で
歩
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

よ
る
巡
回
警
備
等
に
よ
り
子
ど
も
の

安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
市
民 

広
場
の
使
い
方
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　

渦
市
民
広
場
の
今
後
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
騒
音
や
サ
ッ
カ
ー
、
野

球
の
ボ
ー
ル
に
よ
っ
て
広
場
内
の
倉

庫
が
傷
ん
だ
り
、
隣
接
し
た
住
宅
の

壁
に
ボ
ー
ル
が
当
た
る
な
ど
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

渦
近
隣
住
民
の
意
見
等
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
市
民
の
多
目
的
、
か
つ
自

主
的
な
利
用
を
図
る
と
い
う
目
的
に

沿
っ
た
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

花
小
金
井
四
丁
目
市
民
広
場
の

あ

り

方

に

つ

い

て

▶
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

玉
川
上
水
緑
道



一般質問

平成２７年（２０１５年）１月２５日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

福
祉

防
災
・
防
犯

産 業
暮らし

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
災
害 

協
定
の
重
要
性
を
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

渦
協
定
締
結
し
て
い
る
全
て
の
民

間
団
体
に
、
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参

加
・
協
力
を
求
め
て
い
る
の
か
。

市
長　

臼
市
の
体
制
等
だ
け
で
対
応

が
で
き
な
い
状
況
を
想
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
応
援
協
力
体
制
を
構

築
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

渦
締
結
し
て
い
る
協
定
の
内
容
が

防
災
訓
練
の
テ
ー
マ
に
合
致
し
、
参

加
要
請
に
応
じ
て
も
ら
え
る
場
合
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（ 
み 
な
）　

市
内

※

の
７
つ
の
市
民
団
体
が
市
長
に
要
望

書
を
提
出
し
た
が
、
市
民
協
議
会
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
改
め
て
現
在
の
考
え
は
。

市
長　

各
地
域
で
治
安
状
況
や
防
犯

活
動
の
有
無
な
ど
は
異
な
り
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
必
要
性
は
一
様
で
は
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

市
民
や
有
識
者
等
を
交
え
た
全
体
で

協
議
す
る
場
を
設
定
す
る
の
で
は
な

く
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
必
要
な
地
域
の

団
体
が
個
別
に
設
置
を
検
討
し
、
諸

条
件
が
整
っ
た
場
合
に
国
や
都
の
補

助
金
等
を
活
用
し
て
支
援
し
て
い
く
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
参
加 

者
数
及
び
参
加
団
体
数
は
。

　

渦
訓
練
の
成
果
と
今
後
の
課
題
は
。

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関
す
る
市
民

協
議
会
設
置
の
要
望
書
に
つ
い
て

平

成　

年

度

小

平

市

２６

総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

市
長　

臼
１
千
２
百
４
人
、　

団
体

３９

の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

渦
災
害
の
発
生
は
季
節
を
問
わ
な

い
こ
と
か
ら
本
年
度
は
時
期
や
時
間

帯
を
変
え
、
市
役
所
周
辺
の
市
街
地

を
活
用
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
非
常
に

有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
。
今
後
の

課
題
と
し
て
、
訓
練
に
参
加
し
た
こ

と
の
な
い
人
へ
の
参
加
促
進
と
、
よ

り
実
戦
的
な
訓
練
を
検
討
し
て
い
く
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
あ

か
し
あ
通
り
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
街

路
樹
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　

渦
観
光
ま
ち
づ
く
り
振
興
プ
ラ
ン

に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
化

あ
か
し
あ
通
り
を
誰
も
が
歩
き
た
く

な
る
、
行
っ
て
み
た
く
な
る
道
に

さ
れ
た
あ
か
し
あ
通
り
を
観
光
資
源

と
し
て
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
。

市
長　

臼
本
年
度
に
実
施
し
た
街
路

樹
診
断
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、

あ
か
し
あ
通
り
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
化

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
街
路
樹
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
今
後
、
魅
力
の
向
上
が
図
ら
れ

た
段
階
で
観
光
資
源
と
し
て
の
具
体

的
な
事
業
等
を
検
討
し
て
い
く
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
府 

中
街
道
と
青
梅
街
道
交
差
点
付
近
の

屋
外
広
告
物
は
許
可
申
請
手
続
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

渦
都
と
市
で
事
業
者
に
表
示
や
設

置
を
正
す
よ
う
求
め
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
都
と
市
で
状
況
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
一
部
の
事
業
所
で
手
続

が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

渦
申
請
し
て
い
な
い
事
業
者
に
対

し
て
、
申
請
手
続
を
行
う
よ
う
都
が

指
導
で
き
る
ほ
か
、
条
例
等
に
違
反

し
た
広
告
物
が
あ
る
場
合
に
は
、
都

と
市
が
連
携
し
て
必
要
な
措
置
を
命

ず
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
市
内 

店
舗
改
修
補
助
事
業
制
度
の
実
績
と

市
の
受
け
と
め
は
。

　

渦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創

設
に
向
け
た
市
内
企
業
団
体
が
集
ま

る
連
絡
会
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
平
成　

年　

月
末
ま
で
に

２６

１０

９
件
の
工
事
が
完
了
し
、
百　

万
８

６４

千
円
の
補
助
金
を
交
付
し
た
。
産
業

の
活
性
化
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
住
宅
修
改
築
等
業
者
あ
っ
せ
ん

事
業
に
お
い
て
、
小
平
市
住
宅
リ
フ

再
び
、
ま
ち
の
景
観
を
守
る
た
め

東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
を
活
用
せ
よ

小
平
を
元
気
に
す
る
方
策
、
特
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
を

ォ
ー
ム
あ
っ
せ
ん
協
会
と
連
絡
、
連

携
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
絡

会
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
市 

独
自
の
空
き
室
の
調
査
は
行
っ
た
か
。

　

渦
空
き
家
、
空
き
室
を
活
用
す
る

研
究
は
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
集
合
住
宅
等
の
空
き
室
を

対
象
と
し
た
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

渦
空
き
家
、
空
き
室
の
活
用
は
地

域
で
活
用
を
希
望
す
る
所
有
者
と
利

用
者
の
両
者
が
存
在
す
る
こ
と
で
実

現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
こ
う
い
っ
た
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市 

民
菜
園
の
応
募
の
倍
率
は
。

　

渦
市
民
菜
園
の
利
用
状
況
は
。

　

嘘
現
在
の
課
題
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
の
募
集
で
は

２４

味
菜
園
が
２
・　

倍
、
小
川
町
一
丁

０１

目
菜
園
が
１
・　

倍
、
昨
年
度
の
募

８６

集
で
は
仲
町
菜
園
が
１
・　

倍
、
野

７９

空
き
家
、
空
き
室
を
活
用
し

若
者
世
代
を
呼
び
込
も
う

市
民
菜
園
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

火
止
菜
園
が
１
・　

倍
で
あ
っ
た
。

１６

　

渦
利
用
率
は
４
園
と
も　

％
で
あ

１００

る
。

　

嘘
３
園
が
借
地
で
あ
る
た
め
、
継

続
的
な
用
地
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

や
利
用
者
の
マ
ナ
ー
が
課
題
で
あ
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
認
知 

症
予
防
教
室
や
講
演
会
の
今
後
の
展

開
は
。　

　

渦
介
護
予
防
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
の
内
容
は
。

市
長　

臼
認
知
症
の
知
識
や
予
防
す

る
た
め
の
方
法
等
は
認
知
症
対
策
の

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
今
後
も
内
容

等
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
日
常

の
外
出
で
さ
り
げ
な
い
見
守
り
を
行

い
、
異
変
が
あ
っ
た
場
合
に
は
通
報

を
行
う
事
業
で
あ
り
、
そ
の
活
動
を

通
し
て
、
自
身
の
介
護
予
防
に
も
取

り
組
ん
で
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
市
の 

発
達
障
害
者
に
対
す
る
相
談
事
業
の

流
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

渦
相
談
事
業
の
メ
ン
バ
ー
と
相
談

員
の
配
置
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
乳
幼
児
健
康
診
査
や
保
育

園
等
で
の
早
期
発
見
の
取
り
組
み
か

ら
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
あ
お
ぞ

ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

言
語
相
談
訓
練
等
に
つ
な
げ
て
、
相

談
・
療
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
児
童
発
達
支
援
事
業
や
巡
回
相

談
等
に
言
語
聴
覚
士
や
臨
床
発
達
心

理
士
等
が
従
事
し
て
お
り
、
他
市
の

小
平
市
の
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

小
平
市
の
発
達
障
害
等
へ
の

考

え

方

に

つ

い

て

発
達
支
援
に
従
事
す
る
専
門
職
員
と

同
等
以
上
の
レ
ベ
ル
と
考
え
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
介 

護
保
険
事
業
計
画
の
う
ち
高
齢
者
の

居
住
に
係
る
施
策
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
施
設
の
建
設
や
運
営
に
関
し
て
、

事
業
者
へ
の
積
極
的
な
支
援
策
を
編

み
出
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

市
長　

臼　

か
所
の
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

１３

を
運
営
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
は
６
か
所
が
開
設

さ
れ
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
確
保

型
も
１
か
所
開
設
の
予
定
で
あ
る
。

　

渦
施
設
の
整
備
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
、
各
種
補
助
制
度
等

の
情
報
提
供
に
努
め
る
中
で
、
整
備

に
向
け
た
働
き
か
け
に
努
め
て
い
る
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
障 

が
い
者
福
祉
計
画
の
検
討
委
員
会
で

は
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
方
針
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

渦
高
校
卒
業
後
や
大
人
の
発
達
障

害
に
つ
い
て
市
の
考
え
方
は
。

市
長　

臼
委
員
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
も
ら
っ
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
市
の
状
況
に
沿
っ
た

発
達
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
り

組
み
方
針
を
策
定
し
て
い
く
。

　

渦
成
人
期
に
な
っ
て
か
ら
発
達
障

害
と
診
断
を
受
け
た
人
が
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
適
切
な
就

労
支
援
等
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
発
達 

支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
を
検
討
す
る

中
で
ど
ん
な
課
題
が
見
え
て
き
た
か
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

ど

こ

ま

で

進

ん

だ

か

と
も
に
生
き
る
た
め
の
発
達
支
援
を

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
つ
く
る
の
か

　

渦
検
討
期
間
の
目
標
年
次
を
定
め

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
を
明
確
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
子
ど
も
に
対
す
る
適
切
な

発
達
支
援
の
必
要
性
、
保
護
者
へ
の

育
児
支
援
や
障
害
へ
の
気
づ
き
を
促

す
支
援
、
地
域
に
よ
る
子
育
て
支
援

等
の
課
題
が
見
え
て
き
た
。

　

渦
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
を
踏
ま

え
て
、
次
年
度
以
降
の
状
況
に
沿
っ

た
発
達
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取

り
組
み
方
針
を
策
定
し
て
い
く
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
徘
回 

し
て
も
安
心
で
き
る
町
を
目
指
し
徘

回
模
擬
訓
練
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　

渦
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て
認
知

症
カ
フ
ェ
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
組
み

合
わ
せ
て
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、
こ
う

し
た
体
制
づ
く
り
の
中
で
検
討
す
る

テ
ー
マ
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
て
、
公
共
施
設
、
空
き
家
等

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
交
流
の
場

の
提
供
を
検
討
し
て
い
く
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

今
後
の 

認
知
症
患
者
数
の
推
移
と
そ
れ
に
伴

い
必
要
と
な
る
対
策
は
。

市
長　

要
介
護
認
定
申
請
時
の
調
査

で
日
常
生
活
自
立
度
が
ラ
ン
ク
２
以

上
の
人
を
認
知
症
高
齢
者
と
し
た
場

合
、
本
年
度
は
約
３
千　

人
で
あ
る

８００

の
に
対
し
て
、
今
後
の
数
年
間
は
毎

年　

人
ほ
ど
増
加
し
、
団
塊
の
世
代

２００
が　

歳
以
上
と
な
る　

年
度
に
は
約

７５

３７

５
千
５
百
人
に
な
る
と
推
計
し
て
い

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
に

こ
れ
ま
で
の
認
知
症
関
連
施
策
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

る
。
こ
う
し
た
増
加
に
対
し
て
、
中

長
期
的
な
視
点
で
対
応
を
図
る
た
め
、

平
成　

年　

月
か
ら
認
知
症
疾
患
医

２６

１０

療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
開
始
し
、

来
年
度
か
ら
の
次
期
計
画
で
認
知
症

施
策
の
推
進
を
重
点
的
な
取
り
組
み

と
し
て
掲
げ
充
実
に
努
め
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　
　

年
の

２０２５

高
齢
者
人
口
の
推
計
を
踏
ま
え
て
、

中
長
期
的
視
野
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
い
て
構
築
す
る
の
か
。

市
長　

団
塊
の
世
代
が　

歳
以
上
と

７５

な
る　

年
に
は
約
４
万
７
千
人
、
高

２０２５

齢
化
率　

・
２
％
と
高
齢
化
の
さ
ら

２５

な
る
進
行
を
見
込
ん
で
お
り
、
介
護

と
医
療
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
構
築
や
認
知
症
へ
の
地
域

で
の
理
解
の
促
進
、
早
期
発
見
・
早

期
診
断
の
仕
組
み
づ
く
り
等
を
重
点

的
か
つ
着
実
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
特
別 

支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て

の
基
準
と
課
題
は
。

　

渦
配
置
を
ふ
や
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
校
長
と
教
育
委
員
会
で
支

援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
配
置

し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
長
期
間
の

配
置
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と
や
市
内

の
他
の
学
校
の
状
況
等
か
ら
、
必
ず

し
も
学
校
の
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と

な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

員
の
配
置
が
適
切
に
行
え
る
よ
う
に
、

学
校
現
場
の
実
態
に
即
し
充
実
に
努

め
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ

う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
構
築
す
る
の
か

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
て

葛
平
成　

年
度
総
合
防
災
訓
練

２６

滑
市
民
菜
園
（
味
菜
園
）

※みんなの党小平の会は平成26年12月10日に解散し、所属議員2人は政和会に加入しました。



一般質問

平成２７年（２０１５年）１月２５日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

 
 

【
行
政
一
般
】

○
再
び
、
も
し
小
平
市
が　

人
の
村

１００

だ
っ
た
ら

【
防
災
・
防
犯
】

○
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、

検
討
の
場
を
設
置
せ
よ

【
子
ど
も
・
女
性
】

○
市
の
保
育
所
待
機
児
童
数
の
現
状

と
今
後
の
対
策
は
い
か
に

o
o

o
o
o
o
o
o
o

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

子ども
女 性

環
境
・
下
水
道

都市
　整備

［本会議］
傍聴人数会議延時間本会議日数会期名称

４５３２：０６５２/２５～３/２６３月定例会

４７２５：３５５６/３～６/２５６月定例会

１０１３６：３７５９/９～９/３０９月定例会

８１３０：５３５１１/２５～１２/１９１２月定例会

２７４人１２５時間１１分２０日—合計

［請願・陳情］
文書表
配　付

継続
審査

審議
未了

取り
下げ不採択採択受理前年から

の継続分

０３０１１５７０請願

９０００００９０陳情

９３０１１５１６０合計

［特別委員会］
視察調査
回数傍聴人数会議延時間開催日数委員会名

２７４：３９２まちづくり検討

０１２１３：５７７議会改革推進

０１２３１：５０３一般会計予算

０３８：４６１特別会計予算

０７３１：２３３一般会計決算

０２８：１７１特別会計決算

２回４３人９８時間５２分１７日合計

※傍聴人数には報道関係者、音声傍聴含む。
※このほか、６月と１１月に市民と議会の意見交換会を開催しました。

［常任委員会］
視察調査
回数傍聴人数会議延時間開催日数委員会名

５１０５２４：５６６総務委員会

３１３１２：１１８生活文教委員会

６２６１８：３７５厚生委員会

７３６８：５４６建設委員会

２１回１８０人６４時間３８分２５日合計

市議会１年間の記録（平成２６年１月～１２月）

［議会運営委員会］
視察調査
回数傍聴人数会議延時間開催日数委員会名

—５７：１７９議会運営委員会

————議会運営委員会
（付託案件審査）

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
学
校 

施
設
以
外
の
公
共
施
設
の
照
明
機
器

の
高
効
率
化
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
学
校
施
設
の
照
明
機
器
の
高
効

率
化
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
庁
舎
を
中
心
に
、
蛍
光
灯

を　

型
等
へ
、
白
熱
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Hf
電
球
等
へ
交
換
を
進
め
て
お
り
、
全

体
の
進
捗
状
況
は
約　

％
で
あ
る
。

２６

教
育
長　

渦
小
学
校　

校
、
中
学
校

１７

２
校
に
お
い
て
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の

照
明
を
水
銀
灯
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
メ
タ

ル
ハ
ラ
イ
ド
灯
へ
改
修
し
た
。
残
り

の
学
校
に
つ
い
て
も
順
次
改
修
し
て

い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
歩 

き
た
ば
こ
や
自
転
車
運
転
中
の
喫
煙

に
対
し
て
市
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
禁
止
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で

市
民
へ
の
周
知
を
図
れ
る
と
考
え
る

が
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
商
店
会
や
事
業
所
等
と
と

も
に
、
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
等
を
呼

び
か
け
る
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
市
内
全
域
で

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
は

ど

う

進

ん

だ

の

か

歩
き
た
ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
、受
動
喫
煙
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
識
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
個
人
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
意

識
が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、

条
例
の
規
制
で
は
な
く
、
引
き
続
き
、

マ
ナ
ー
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
大
気 

汚
染
防
止
法
と
東
京
都
環
境
確
保
条

例
が
改
正
さ
れ
た
背
景
は
。

　

渦
ア
ス
ベ
ス
ト
の
事
前
調
査
や
そ

の
結
果
の
掲
示
等
を
ど
の
よ
う
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
解
体
工
事
で
ア
ス
ベ
ス
ト

の
飛
散
が
推
測
さ
れ
る
事
例
や
飛
散

防
止
の
十
分
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い

な
い
事
例
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
背
景
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
解
体
工
事
等
の
届
け
出
の
際
に

確
認
す
る
ほ
か
、
苦
情
等
が
あ
っ
た

場
合
に
は
現
地
を
確
認
し
、
看
板
を

掲
示
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
す
す
め
よ
う

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
風

致
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
街
道
沿

い
の
屋
敷
林
や
樹
木
等
が
減
少
し
て

い
る
現
況
は
、
指
定
当
初
の
風
致
地

区
の
目
的
に
沿
っ
て
い
る
の
か
。

　

渦
小
平
市
風
致
地
区
条
例
は
都
の

条
例
に
準
拠
し
た
内
容
だ
が
、
市
の

現
況
に
あ
っ
た
条
例
に
す
る
考
え
は
。

小
平
都
市
計
画
風
致
地
区
及
び

小
平
市
風
致
地
区
条
例
に
つ
い
て

市
長　

臼
一
定
の
都
市
空
間
の
確
保

等
の
効
果
は
あ
っ
た
が
、
現
在
は
指

定
当
初
の
ケ
ヤ
キ
並
木
等
の
趣
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
許
可
事
務
に
混
乱
が
生
じ
な
い

よ
う
都
と
同
一
の
基
準
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
開
発 

事
業
計
画
に
対
す
る
小
平
市
民
等
提

案
型
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
効
力
は
。　

　

渦
開
発
事
業
は
、
自
治
基
本
条
例

第　

条
第
３
項
で
市
が
参
加
の
機
会

１０
を
保
障
し
て
い
る
と
解
し
て
い
い
か
。

市
長　

臼
地
域
の
人
々
が
条
例
に
基

づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
地
域
内
に
お
い
て
具
体
的

な
開
発
事
業
が
起
こ
っ
た
際
に
効
果

が
発
揮
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
参
加
の
機
会
が
保
障
さ
れ
る
事

項
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
立
川 

市
、
国
分
寺
市
と
の
境
界
部
分
の
道

路
の
安
全
へ
の
対
応
は
。

　

渦
鷹
の
台
公
園
の
整
備
予
定
は
。

　

嘘
避
難
所
等
に
指
定
さ
れ
て
い
る

立
川
市
の
市
立
学
校
等
に
つ
い
て
の

情
報
共
有
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
協
定
に
基
づ
き
、
道
路
を

維
持
管
理
す
る
市
が
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
設

置
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
は
協
議

を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　

渦
現
時
点
で
具
体
的
な
整
備
予
定

は
な
い
。

　

嘘
防
災
マ
ッ
プ
に
、
災
害
時
に
避

難
で
き
る
隣
接
自
治
体
の
避
難
所
等

を
記
載
し
、
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

開
発
事
業
に
対
し
自
治
基
本
条
例
は

市
民
参
加
を
保
障
し
て
い
る
か

上
水
新
町
、
た
か
の
台
地
域
の
声
を

ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
か

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
喜
平 

橋
交
差
点
の
改
良
工
事
の
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

　

渦
災
害
時
を
含
め
て
、
地
域
の
高

齢
者
を
地
域
の
人
が
見
守
る
体
制
の

構
築
を
支
援
で
き
な
い
か
。　

市
長　

臼
都
か
ら
は
お
お
む
ね
９
割

の
用
地
取
得
が
完
了
し
、
本
年
度
は

電
線
共
同
溝
工
事
を
行
う
予
定
と
聞

い
て
い
る
。　　
　
　
　
　

　

渦
自
治
会
等
へ
の
災
害
時
要
援
護

者
登
録
名
簿
の
提
供
や
介
護
予
防
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
等
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
り
、
多
様
な
活
動
主

体
と
の
連
携
強
化
等
を
進
め
て
い
く
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
優 

先
整
備
路
線
に
入
っ
て
い
な
い
都
市

計
画
道
路
の
う
ち
、
都
道
が
事
業
化

さ
れ
る
際
の
市
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

　

渦
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
ト
ラ
ブ
ル

を
予
防
す
る
た
め
に
情
報
提
供
の
必

要
性
を
提
案
し
た
が
、
研
究
状
況
は
。

市
長　

臼
事
業
着
手
の
前
段
で
、
事

業
概
要
や
測
量
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
、
地
域
住
民
等
を
は
じ
め
と

し
た
市
民
へ
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

　

渦
周
辺
住
民
の
話
し
合
い
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、
住
民
が
説
明
会
等
に

参
加
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
示

す
資
料
の
作
成
を
検
討
し
て
い
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
コ
ミ 

バ
ス
・
コ
ミ
タ
ク
な
ど
の
公
共
交
通

の
役
割
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。　　

　

渦
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
に
関
し

て
民
間
活
力
・
市
民
力
を
活
用
し
て

上
水
南
町
地
域
が
抱
え
る

諸
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

都
市
計
画
に
つ
い
て
の
市
民
と
の

情

報

共

有

に

つ

い

て

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
た
小
平
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
べ
き
だ
が
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
交
通
の
利
便
性
の
向
上
や

地
域
経
済
等
の
活
性
化
を
図
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
都
市
基
盤
の
再
整
備
や
交
流
拠

点
施
設
の
整
備
の
推
進
に
は
、
商
店

街
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
る
民

間
活
力
、
市
民
力
の
活
用
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
地
域 

連
絡
会
に
つ
い
て
、
全
市
的
な
課
題

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

　

渦
無
作
為
抽
出
の
市
民
や
有
識
者
、

職
員
に
よ
る　

年
後
、　

年
後
の
小

２０

３０

平
市
を
考
え
る
場
を
設
定
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

市
長　

臼
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解

決
し
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

良
好
な
町
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と

は
市
内
の
各
地
域
に
お
け
る
共
通
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
実
施
の
際
の
課
題
や
有
効
性
等

を
見
き
わ
め
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

次
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
第
３ 

子
以
降
に
対
す
る
補
助
制
度
で
あ
る

子
宝
手
当
等
の
他
自
治
体
の
取
り
組

み
を
参
考
に
、
市
独
自
の
支
援
制
度

を
提
案
す
る
が
市
の
見
解
は
。

　

渦
一
般
不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成

等
、
市
独
自
の
助
成
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

妊
娠
、出
産
、子
育
て
の
希
望
が
持
て
る

小
平
市
の
実
現
に
向
け
て

市
長　

臼　

市
中
の
類
似
団
体
９
市

２６

で
は
、
特
に
実
施
し
て
い
な
い
と
聞

い
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
様
の

事
業
を
行
う
考
え
は
な
い
。

　

渦
引
き
続
き
、
都
の
不
妊
治
療
費

の
助
成
に
つ
い
て
広
報
に
努
め
る
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
女 

性
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
企
業

に
対
し
て
市
が
で
き
る
支
援
は
。

女
性
が
輝
く
小
平
を
目
指
し
て

　

渦
妊
娠
期
の
早
い
時
期
か
ら
ト
ー

タ
ル
な
支
援
を
充
実
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
企
業
に
対
す
る
支
援
策
は

特
に
な
い
が
、
事
業
者
も
含
め
た
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す

る
意
識
啓
発
を
推
進
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　

渦
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
出

産
や
子
育
て
に
支
援
を
必
要
と
す
る

家
庭
を
把
握
し
、
保
健
師
等
に
よ
る

継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
現
在
の
体
制
の
中
で
妊
娠
か

ら
産
後
ま
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

滑
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

［全員協議会］
傍聴人数会議延時間開催日

２１：４０２/１０
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この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

あ
と
が

あ
と
が
きき

請

願

請

願

請

願

　
　

月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
採
択
し
ま
し
た
。
陳
情
は

１２
２
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

採
択
し
た
請
願
の
請
願
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
は
、
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
定
例
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
議

１２
案
、
市
民
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た
請

願
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
編
集

委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

 

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX

　

我
が
国
の
労
働
者
は
、
そ
の
大
多

数
が
雇
用
関
係
の
も
と
で
働
い
て
い

ま
す
。
こ
の
雇
用
労
働
者
が
安
定
的

な
雇
用
の
も
と
で
安
心
し
て
働
く
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、
ひ
い
て

は
日
本
経
済
・
社
会
の
持
続
的
な
成

長
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　

現
在
、
国
で
は
、
成
長
戦
略
の
中

で
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
や
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の

導
入
、
限
定
正
社
員
制
度
の
普
及
、

労
働
者
派
遣
法
の
見
直
し
な
ど
と
い

っ
た
、
労
働
者
を
保
護
す
る
ル
ー
ル

意見書意見書意見書
　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９
12月定例会では２件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

（要旨）

の
見
直
し
な
ど
の
議
論
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
労
働
者
に
多
様

な
働
き
方
の
選
択
を
可
能
に
す
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
一
方
、
雇
用
を
不
安

定
に
し
、
国
民
生
活
の
安
定
や
経
済

の
好
循
環
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な

ど
も
報
道
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

強
く
要
望
し
ま
す
。

１　

労
働
者
派
遣
法
の
見
直
し
は
、

よ
り
安
定
し
た
直
接
雇
用
へ
の
誘
導

と
処
遇
改
善
に
向
け
た
制
度
を
整
備

す
る
こ
と
。

２　

雇
用
・
労
働
政
策
に
係
る
議
論

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
三
者
構
成
原
則
に
の

っ
と
っ
て
行
う
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経

済
再
生
担
当
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
規
制
改
革
）
あ
て

 　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構（
以

下
「
都
市
機
構
」
と
い
う
。）は
現
在
、

平
成　

年　

月　

日
の
独
立
行
政
法

２５

１２

２４

人
改
革
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
家
賃
改
定

都
市
再
生
機
構
の
現
行
の
家
賃

改
定
ル
ー
ル
の
見
直
し
に
対

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
家
賃
制
度
を
求
め
る
意
見
書

ル
ー
ル
等
で
次
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
臼　

年
度
中
に
継
続
家
賃
の

２７

引
き
上
げ
幅
の
拡
大
、
改
定
周
期
の

短
縮
等
に
よ
り
家
賃
収
入
増
を
図
る

た
め
、
現
行
の
家
賃
改
定
ル
ー
ル
の

見
直
し
を
行
う
。
渦　

年
度
中
に
低

２６

所
得
高
齢
者
世
帯
等
に
対
す
る
家
賃

特
別
措
置
に
つ
い
て
、
公
費
実
施
を

検
討
し
結
論
を
得
る
。
嘘　

年
度
中

２６

に
収
益
性
が
低
い
団
地
の
統
廃
合
の

加
速
を
目
指
し
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス

ト
ッ
ク
再
生
・
再
編
方
針
に
基
づ
く

具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

　

都
市
機
構
は
そ
の
目
的
に
家
賃
収

入
の
最
大
化
、
団
地
の
収
益
力
向
上

と
資
産
の
圧
縮
を
掲
げ
、
団
地
居
住

者
の
居
住
の
安
定
と
都
市
機
構
が
果

た
す
べ
き
公
共
的
な
役
割
に
つ
い
て

の
配
慮
、
施
策
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
関
係
行
政

庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

１　

都
市
機
構
が
、
居
住
者
の
置
か

れ
て
い
る
生
活
実
態
に
配
慮
し
、
家

賃
引
き
上
げ
幅
拡
大
、
改
定
周
期
短

縮
等
を
策
す
る
現
行
の
家
賃
改
定
ル

ー
ル
の
見
直
し
に
対
し
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
法
附
帯
決
議
、

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
を
遵
守

し
、安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
家
賃

制
度
に
改
善
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

２　

都
市
機
構
が
、
低
所
得
高
齢
者

や
子
育
て
世
帯
等
へ
の
家
賃
減
額
措

置
の
充
実
に
努
め
、
高
齢
者
・
子
育

て
世
帯
の
居
住
の
安
定
を
図
る
よ
う

求
め
る
こ
と
。

３　

都
市
機
構
が
、
収
益
本
位
の
団

地
統
廃
合
で
は
な
く
、
ま
ず
空
き
家

を
早
期
に
解
消
す
る
な
ど
公
団
住
宅

を
公
共
住
宅
と
し
て
守
り
、
国
民
生

活
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

に
大
い
に
役
立
て
る
よ
う
求
め
る
こ

と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

《
小
学
３
年
生
》

○　

月
４
日　

四
小　

人

１１

８５

○　

月　

日　

一
小　

人

１１

２０

７６

議
場
見

議
場
見
学学

　

小
平
市
開
発
事
業
に
お
け
る
手
続
及
び
基
準
等
に
関
す
る
条
例
第
１
条
の

目
的
で
あ
る
良
好
な
住
環
境
の
形
成
の
た
め
に
、
周
辺
の
住
環
境
に
十
分
配

慮
さ
れ
た
建
築
計
画
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
市
と
し
て
助
言
等
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
美
園
町
２
―　

―
４　

長
島　

広
太　

外　

人

１６

３６７

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の

慎
重
な
見
直
し
を

求

め

る

意

見

書

10月29日～1月20日
本会議、委員会、諸会議など

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌

美
園
町
２
丁
目
の
住
環
境
に
つ
い
て

あ
て

　

な
お
、
同
趣
旨
の
決
議
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 　

み
ん
な
の
党
小
平
の
会
が　

月　
１２

１０

日
付
で
解
散
し
、
所
属
議
員
の
坂
井

や
す
の
り
議
員
と
吉
池
た
か
ゆ
き
議

員
が
政
和
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

 　

平
成　

年　

月　

日
付
で
議
会
運

２６

１１

２５

営
委
員
会
委
員
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
会
の
新
し
い
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

議
会
運
営
委
員
会
（
８
人
）

◎
宮
寺　

賢
一　

○
橋
本　

久
雄

　

岩
本　

博
子　
　

坂
井
や
す
の
り

　

末
廣　
　

進　
　

立
花　

隆
一

　

常
松　

大
介　
　

山
岸
真
知
子

会
派
の
異

会
派
の
異
動動

議
会
運
営
委
員

議
会
運
営
委
員
会会

委
員
の
変

委
員
の
変
更更

２９日　多摩六都科学館組合議会
 町田市議会議員視察来庁（小平

市コミュニティタクシーについて）
３０日　東京都道路整備事業推進大会
 愛媛県新居浜市議会議員視察来

庁（小平市空き家等の適正な管
理に関する条例について）

３１日　東京たま広域資源循環組合議会

４日　総務委員会（府中市視察）
５日　生活文教委員会
６日　厚生委員会（日野市視察）
７日　建設委員会（府中市視察）
 三多摩上下水及び道路建設促進

協議会第３委員会
１１日　湖南衛生組合議会
１２日　徳島県徳島市議会議員視察来庁

（小平市空き家等の適正な管理
に関する条例について）

１４日　幹事長会議
 市民と議会の意見交換会
１５日　市民と議会の意見交換会
１６日　市民と議会の意見交換会
１７日　東京都十一市競輪事業組合議会

行政視察（栃木県宇都宮市、茨
城県取手市　１８日まで）

１８日　小平・村山・大和衛生組合議会
１９日　議会運営委員会
２０日　東京都十一市競輪事業組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会
２１日　昭和病院企業団議会
２５日　１２月定例会初日
２６日　１２月定例会２日目（一般質問）
２７日　１２月定例会３日目（一般質問）
２８日　１２月定例会４日目（一般質問）

２日　総務委員会
３日　生活文教委員会
４日　厚生委員会
５日　建設委員会（市内視察あり）
９日　議会改革推進特別委員会
１５日　幹事長会議
１６日　議会運営委員会
１９日　１２月定例会最終日
 議会報編集委員会

１３日　議会報編集委員会
１５日　まちづくり検討特別委員会
１６日　議会改革推進特別委員会

12　　月

1　　月

11　　月

10　　月

市民と議会の意見交換会を開催しました
　今回はテーマ別意見交換会として、市内4会場を常任委員会ごとに分担し、
市議会の仕組みやそれぞれのテーマについて報告した後、市民の皆さんとの
意見交換を行いました。
○いただいたご意見（一部）

11／14（金）「都市基盤整備について」（建設委員会班） 
東部市民センター　19時から　参加者32人

　公園や再開発事業に関することなど、今後のまちづくりに向けてのさまざ
まな意見等が出されました。
○使用頻度の低い公園は統合するべき。主に子どもが使用する公園について
は当事者に聞き取り調査を行ってはどうか。

11／15（土）「地域における高齢者の見守りについて」（厚生委員会班） 
小川公民館　10時から　参加者23人

　平時はもとより、災害時における見守りの不安などについての意見等が出
されました。
○災害時、防災無線が流れると知らされているが、耳が聞こえない人には情
報は入らない。

11／15（土）「元気な小平をつくる！（商・工・農業の活性化と観光プラ
ンについて）」（生活文教委員会班）大沼公民館　14時から　参加者26人

　小平の良さとともに、さらなる魅力向上に向けたアイデア等が出されまし
た。
○小平の良いところをみんな知らないと思う。一橋大学の桜とか海岸寺の雪
化粧とか新小平駅そばの麦畑など。たくさんある魅力を発信していってほ
しい。

11／16（日）「公共施設マネジメントについて」（総務委員会班） 
小川西町公民館　14時から　参加者26人

　公共施設に係る経費のことや再配置を検討していくときの視点など、今後
のマネジメントを進めていく上での課題等
が出されました。
○公共施設の再配置を考える場合、効率性
の観点からではなく防災という観点も必
要ではないか。行政は縦割りだが、議会
として縦割りでない横断的な視点からの
取り組みができるのではないか。

▲建設委員会班の様子
意見交換の内容やアンケート結果の詳細については、
市議会ホームページをご覧ください。
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